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【週刊タバコの正体】 

 2023年02月 和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.54 

(No.736)第5話 たった一本 

－タバコの火はまだまだ火災原因の上位... 

 

 タバコの煙を吸うには火をつけなければなりません。近年は火を使わな

い加熱式タバコが広まってきたので、紙巻タバコの使用者は減ってきてい

ますが、まだまだライターを手放せない喫煙者は多いと思われます。  

 そこで、左のグラフを見て下さい。消防庁の発表によると昨年１～６月

には全国で２０,４１７件の火災があり、その約１割に相当する１,８３０

件がタバコによるものでした。これは、原因別の２位となるほど多い件数

です。 

 

 タバコの火は炎が見えないので、しっかり確かめなければ消えていない

事があり、そんな状態のタバコを放置すると写真のような火災になってし

まうのです。火がついていないように見えても、炎も煙も出ない無炎燃焼

が進行し、あるとき一気に炎があがる様子がわかります。  

現在、おおよそ３,０００万人程度いると推測される喫煙者が、毎日１０本

ほどのタバコに火をつけているとすると、その火種の合計は３億本にもな

ります。３億本のタバコの火を確実にすべて消火できるでしょうか。３億

本のうち、“たった１本”でも写真のような状況になれば、かけがえのな

い家屋、財産、さらには人命まで奪う事につながるのです。 

■Vol.54 

(No.737)第6話 わされてはいけない 

－けむりがでない加熱式タバコ、受動喫煙もなく健康被害も小さい?... 

 

 「煙がでない」と思われがちな加熱式タバコですが、水蒸気状の白い気

体が発生します。この蒸気には下表にあるように紙巻タバコの煙と同じ有

害成分が含まれています。その量は少ないので、「煙がでないし、健康に

も良さそう」という印象を与え、それがタバコをやめられない喫煙者に受

け入れているのでしょう。  

 でも、この印象に惑わされてはいけません。左表をよく見てください。

有害成分は少ないと言っても紙巻タバコの８０％程度の量は含まれている

ので健康被害の程度はあまり変わらないと考えるべきです。 

 

 そして、加熱式タバコの水蒸気に含まれる微粒子は左図にあるタバコの

煙と同じように小さく、PM２.５よりさらに小さいサブミクロン粒子（SMP

ｓ）と呼ばれています。煙が出ないので受動喫煙の心配もいらないかのよ

うに思い込みがちですが、このＳＭＰｓが喫煙者の周りに漂うと当然受動

喫煙が発生します。  

 

 左下の表を見てください。50m²程度の一定の換気がある小部屋で、喫煙

開始から約1時間で非喫煙者が吸入してしまうＳＭＰｓの呼吸器管系への沈

着と分布を計測したものです。 加熱式は紙巻より少ないとは言え...  
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■Vol.54 

(No.738)第7話 チリも積もれば山となる 

－一旦、吸い始めてしまうと大金を使う事になる... 

 

 ある企業が１日１箱以上吸う喫煙者に対して調査した結果によると、１

ケ月あたりのタバコ代の平均金額が下図のとおりだったそうです。タバコ

１箱は５００円前後ですから、計算上は最低でも毎月５００円×３０日＝

１５,０００円程度が必要ということになるのですが、グラフを見ると１

５,０００円～１９,９９９円が３４．３％、２０,０００円～２４,９９９

円が２１．３％となって合わせて約半数を占めています。 

 

 このペースでタバコを吸い続けると、いったいどのくらいお金を使うこ

とになるでしょうか。それを計算したのが下の図です。１年で約１８万

円、３年で約５４万円、１０年で約１８２万円、２０年で約３６５万円と

なっています。 

 

 「チリも積もれば山となる」と言うことわざがあるように、１日５００

円はそう大した金額とはならなくても、何年も毎日５００円を積み重なる

と１０年で世界一周クルーズの旅に行けるような金額になってしまうので

す。 

  

いかがでしょうか。「それは、もったいない」と感じませんか... 

■Vol.54 

(No.739)第8話 ペットの受動喫煙 

－ペットの受動喫煙、無視できる？... 

 

 家庭における受動喫煙の有無は、同居家族の喫煙者の有無で決まりま

す。家族の形態は、一人暮らしや夫婦だけ、夫婦と子供など様々ですが、

現代では約２０％の世帯がペットを飼育し、家族同様に暮らしている家庭

が増えています。じつは下のグラフを見て下さい。なんと、犬や猫の飼育

頭数が１５歳以下の子供の数より多いのですから、ペットも家族の一員と

なっていてもおかしくありません。  

  

 だとすると、喫煙者のいる家庭で暮らすペットも当然受動喫煙の被害を

受けてしまいます。そうなるとペットも病気になる確率が高くなります。

左のグラフには、受動喫煙をうけると犬や猫が皮膚炎や癌になるリスクが

４倍になるという調査結果が示されています。  

 また、下の表には飼育している犬や猫が癌にならないためのポイントに

は、受動喫煙を避ける事が挙げられています。  

 

 タバコを手に犬と散歩している姿や、ペットを乗せた車内で喫煙してい

るのを見た事がありませんか。  

 こんな事にならないよう、タバコを吸い始めないようにしましょう。  
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